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当館には駐車場がありません。 コミュニティバス 「まほろば号」 を利用してください。

休 館 日 　毎週水曜日 （ 祝日の場合は開館、翌平日休館）

開館時間　 午前10時～午後６時
　　　　　　　 （ただし、 まほろばホールは午後10時まで事前予約で利用できます）

地域活性化複合施設

「太宰府館」 （西鉄太宰府駅から徒歩2分）

〒818-0117　 太宰府市宰府三丁目2番3号　

☎（918）8700　　FAX（918）8701 

dazaifu-kan@city.dazaifu.lg.jp

３階　まほろばホール

イベントなど、予告なく変更になる場合があります。

３階　まほろばホール

体験プログラム

事前申込は必要ありません

★木うそ絵付け体験
３月10日㈰　

午前11時～午後３時(随時)

インストラクター：太宰府木うそ保存会

参加費：1,000円(材料費込) 

※次回４月14日㈰ 当日参加ＯＫ

★万葉集講座
３月９日㈯

開場：午後１時30分　開演：午後２時

講師：向井克年先生(万葉博士)

【３月のテーマ】

春苑桃李　–美の極致-

参加費：一般1,000円(資料代込・事前申込要)

※次回４月13日㈯

問い合わせ：松尾☎(922)7328

む か  い  か つ と し

ま つ  お

★第18回柳亭燕路天神寄席
３月30日㈯

開場：午後３時　開演：午後３時30分

古典落語の名手七代目柳亭燕路が天神様初お目見え。

共演：古今亭始、色物さん

参加費：3,000円(事前申込要)

問い合わせ：太田明邦　090(1978)8200
お お  た あ き く に

★第17回アコーディオンの交差点
３月17日㈰

開場：午後０時30分　開演：午後１時

九州最大級のアコーディオンイベント。

みんな来てね！!

参加費：1,000円(事前申込不要)

問い合わせ：木下真理子　090(8624)1670
き の し た ま 　 り 　 こ

★井上畝伊子ソプラノコンサート
３月22日㈮

開場：午後２時30分　開演：午後３時

ピアノ、山本佳代子。マーラー「リュッケルトの詩による

５つの歌曲」、武満徹「島へ」など。

参加費：2,000円(事前申込不要)

問い合わせ：井上畝伊子　090(2967)1366
い の う え せ 　 い 　 こ

いのうえ せ 　 い 　 こ

りゅうてい えん じ

★鐘江ピアノ教室発表会
３月24日㈰

開場：午後０時40分　開演：午後１時

１部ではクラシックを、２部では新旧のJ-POPを

演奏します。

参加費：無料(事前申込不要)

問い合わせ：鐘江恵美子　080(1740)1760
か ね が え え 　 み 　 こ

★史跡解説『門前町散策』
３月３日㈰

集合：午前10時　

解説：(公財)古都大宰府保存協会史跡解説員

史跡解説を聞きながら、上三町(馬場・連歌屋・三条)を

歩きます。

コース：小鳥居小路～連歌屋～岩踏川～幸の元井堰跡～

三条構口跡～安行社～天満宮境内～光明寺～溝尻

参加費：無料　

※次回４月７日㈰
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学業院中３年　　藤戸　玲凪さん

削除ボタン　
　押しても　消えない　
　　　　　　　　心の傷

ふじ　と　 れ　な

　韓国には「薬屋に甘草があれば、台所にはニンニクがある」という言葉があり

ます。それだけニンニクは韓国料理の食材に欠かすことはできません。キムチ、プ

ルコギ、わかめスープなど、さまざまな料理にニンニクをたっぷり使います。韓国

料理の中で、ニンニクが入っていない料理を見つける方が難しいほどです。サム

ギョプサルなどの焼肉と一緒に、ニンニクを焼いて食べたり、生のニンニクを食べ

たりします。

　ＷＨＯ関連機関の調査で、韓国の年間ニンニク消費量は6.37㎏と発表されま

した。日本が0.21㎏であることを考えると、韓国人は日本人よりニンニクを30倍

以上食べているということになります。

　そして、ニンニクは韓国の建国神話にも登場します。人間になりたかった熊と虎

が、空から降りてきた神の息子である桓雄(환웅)を訪ねます。ファンウンは「洞窟

で100日間日光を浴びず、ヨモギとニンニクを食べると人間になれる」とアドバイ

スします。虎は途中、我慢できずに逃げましたが、熊は最後まで持ちこたえて人間

の女性になります。そして人間になった熊(熊女)とファンウンが結婚して息子を生

み、その息子の檀君(단군)が韓国を創建したと言われています。この話で韓国人

は笑い話として「先祖がニンニクを食べて人になったのだから、韓国人はニンニク

を好きになるしかない」と言います。

　ニンニクは抗がん作用、コレステロール値の改善、免疫力を高める効果がある

など、体に良い食べ物と言われていますが、１日の推奨消費量は2～5ｇで１房が

適正だそうです。何事も過度は良くないですね。

ニンニク大好き！韓国人

（応募時）

国際交流・韓国

太宰府市国際交流員
キムシンヒョン
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